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3
中
学
校
に
給
食
ぜ

韓
　
高
知
県
翼
雪
中
根
議
員

「
今
年
4
月
1
日
に

日
本
共
産
党
の
中
根
佐

知
高
知
県
議
は
2
日
、
県

議
会
一
般
質
問
に
立
ち
、

中
村
、
高
知
南
、
安
芸
の

3
県
立
中
学
校
が
給
食
を

実
施
し
て
い
な
い
問
題
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た。
中
根
県
議
は
、
現
在
、

給
食
実
施
の
予
定
が
な
い

3
校
で
実
施
さ
れ
れ
ば
県

内
の
小
中
学
校
の
給
食
実

施
率
が
1
0
0
％
に
な
る

こ
と
も
示
し
て
、
「
成
長

著
し
い
子
ど
も
た
ち
に
十

分
に
管
理
さ
れ
た
食
事
を

食
べ
さ
せ
、
食
の
学
び
を

綱
を
制
定
し

主
要
崖

安
定
生
産

ば
、
高
知
南
山

来
年
4
月
実
槍

で
給
食
の
代
幾

対
し
「
中
村
、

中
根
県
議
は
簡

砂
富
む
日
向
　
〃
才
で
、
）
の

也
を
亥
7
た
釣
ゑ
ハ
バ
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の
ズ
国
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消
雪
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繋
増
・
線
描
吊
挫
着
電
竣

で
I
L
上

段
婁
I
Z
ウ
に
で
景
紡
毛
奮

え
竣
諺
帝
の
酸
界
が
、
大
宅
角
に

節
子
て
企
鞍
－
た
日
々
子
兎
い
ぬ
－

薙
I
＜
琴
そ
よ
、
ま
－
た
み
も
〃

緯
線

な
ど
じ
誘
か
け
で
‥
毒
す

橋
口
合
緒
を
執
畳
み
沖

合
円
湊
に
敏
妬
し
国
儀
に
好

易
r
喜
届
け
る
聾
そ
　
臣
秀
幸

雇
潟
と
く
そ
連
発
レ
た
し
の
そ
6
秀
掲

出
－
宗
－
ち
各
々
牌
伍
才
置
屋
で

巌
海
忽
÷
不
一
致
辛
み
＝
去
－
だ
が

1
日
洋
留
任
悌
畳
の
確
方
南
直
し
を
．
1
竹

本
仇
召
し
1
哨
箸
彩
旧
％
窟
危
〃
街
止

盲
人
非
め
る
し
1
後
掬
電
離
諸
修
孫
婿
申
子
副

華
人
原
村
L
m
究
勇
者
を
容
会
務
に
提
出
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